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現
代
中
国
の
環
境
論

㈨

―
⼦人
と
自
然
の
調
和
と
共
生
を
堅
持
し
、

生
態
環
境
保
護
を
推
し
進
め
る
⼧
(二
〇
二
三
)
―

中
国
社
会
科
学
院
生
態
文
明
研
究
所

副
所
長

庄

貴

陽
(Zhuang
Guiyang)
著

鈴

木

光
(SuzukiH
ikaru)
訳

人
と
自
然
が
調
和
し
共
生
す
る
近
代
化
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
は
、
中

国
式
近
代
化
の
核
心
的
特
徴
か
つ
本
質
的
条
件
の
一
つ
で
あ
る
。
中
国

共
産
党
第
二
十
回
全
国
代
表
大
会
（
訳
注
⚑
）
報
告
書
は
、
新
た
な
時

代
の
新
た
な
道
の
り
に
お
い
て
、
人
と
自
然
が
調
和
し
共
生
す
る
美
し

い
中
国
を
建
設
す
る
こ
と
に
関
す
る
戦
略
的
計
画
と
施
策
を
作
り
上

げ
、
生
態
環
境
保
護
に
対
す
る
新
た
な
要
請
を
行
っ
た
。

一

中
国
共
産
党
第
十
八
回
全
国
代
表
大
会
（
訳
注
⚒
）
以

来
、
生
態
環
境
保
護
は
成
果
を
収
め
た

中
国
共
産
党
第
十
八
回
全
国
代
表
大
会
以
来
、
我
が
国
の
生
態
環
境

保
護
は
歴
史
的
、
転
換
的
、
全
面
的
な
変
化
を
遂
げ
、
美
し
い
中
国
の

建
設
は
重
要
な
一
歩
を
踏
み
出
し
、
生
態
環
境
管
理
の
面
で
明
ら
か
な

成
果
を
収
め
、
一
般
大
衆
の
達
成
感
は
増
幅
さ
れ
、
環
境
配
慮
型
の
発
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展
の
質
が
一
層
向
上
し
、
〔
そ
の
〕
地
球
全
体
の
生
態
環
境
へ
の
貢
献

は
人
々
の
注
目
を
集
め
て
い
る
。

清
ら
か
な
水
と
緑
豊
か
な
山
は
そ
れ
自
体
が
金
山
・
銀
山
で
あ
る
と

の
理
念
（
绿
水
青
山
就
是
金
山
银
山
理
念
）
（
訳
注
⚓
）
が
人
々
の
心

に
深
く
染
み
入
り
、
普
遍
的
な
共
通
認
識
お
よ
び
行
動
上
の
自
覚
と

な
っ
た
。
中
国
共
産
党
中
央
委
員
会
は
、
中
国
共
産
党
第
十
八
回
全
国

代
表
大
会
以
来
、
生
態
文
明
の
建
設
を
、
⽛
五
位
一
体
⽜
総
合
配
置

（
訳
注
⚔
）
を
統
一
的
な
計
画
を
立
て
推
進
す
る
こ
と
と
⽛
四
つ
の
全

面
⽜
戦
略
的
配
置
（
訳
注
⚕
）
を
調
和
的
に
推
進
す
る
こ
と
の
重
要
な

内
容
に
据
え
、
生
態
文
明
理
論
の
創
造
、
実
践
の
創
造
、
制
度
の
創
造

を
大
々
的
に
推
し
進
め
、
思
想
、
法
律
、
体
制
、
組
織
、
方
法
の
面
で

最
大
限
に
活
用
し
、
生
態
環
境
の
質
が
量
的
変
化
か
ら
質
的
変
化
に
至

る
よ
う
改
善
す
べ
く
全
力
を
挙
げ
て
推
進
し
て
き
た
。
良
好
な
生
態
環

境
は
人
民
の
生
活
上
最
も
普
惠
な
幸
い
で
あ
り
、
一
般
大
衆
に
と
り
幸

せ
な
不
動
産
で
あ
る
。
清
ら
か
な
水
と
緑
豊
か
な
山
は
そ
れ
自
体
が
金

山
・
銀
山
で
あ
る
と
の
理
念
は
、
浙
江
省
安
吉
県
の
あ
る
小
さ
な
山
村

で
誕
生
し
全
国
へ
広
ま
り
、
発
展
と
保
護
の
弁
証
法
的
統
一
関
係
を
深

く
示
唆
し
、
習
近
平
の
生
態
文
明
思
想
の
重
要
な
構
成
部
分
と
な
り
、

中
国
共
産
党
全
体
と
社
会
全
体
の
共
通
認
識
お
よ
び
行
動
の
手
引
き
と

な
り
、
人
と
自
然
の
関
係
に
つ
い
て
の
マ
ル
ク
ス
主
義
思
想
を
現
代
化

し
中
国
化
し
た
。
生
態
環
境
部
（
訳
注
⚖
）
は
、
相
次
ぎ
六
度
に
わ
た

り
、
合
計
四
六
八
箇
所
の
国
家
生
態
文
明
模
範
区
（
国
家
生
态
文
明
示

范
区
）
と
一
八
七
箇
所
の
⽛
清
ら
か
な
水
と
緑
豊
か
な
山
は
そ
れ
自
体

が
金
山
・
銀
山
で
あ
る
⽜
〔
と
の
理
念
〕
の
実
践
創
造
基
地
（
〝
绿
水

青
山
就
是
金
山
银
山
〟
实
践
创
新
基
地
）
を
組
織
・
命
名
し
、
各
地
が

発
展
し
つ
つ
保
護
し
、
保
護
し
つ
つ
発
展
す
る
よ
う
誘
導
し
、
発
展
と

環
境
が
互
い
に
協
調
し
た
質
の
高
い
経
済
発
展
と
い
う
新
た
な
道
を
積

極
的
に
探
求
し
て
き
た
。

山
地
・
水
域
・
森
林
・
農
地
・
湿
地
・
草
地
・
砂
漠
地
（
山
水
林
田

湖
草
沙
）
の
一
体
的
保
護
と
系
統
的
管
理
を
行
い
、
生
態
安
全
の
障
壁

を
さ
ら
に
堅
固
な
も
の
と
し
た
。
山
地
・
水
域
・
森
林
・
農
地
・
湿

地
・
草
地
・
砂
漠
地
を
統
一
的
な
計
画
を
立
て
て
系
統
的
に
管
理
し
、

生
態
系
統
の
全
体
性
、
系
統
性
、
お
よ
び
そ
れ
に
内
在
す
る
発
展
法
則

を
深
く
示
唆
し
、
全
方
向
、
全
地
域
、
全
過
程
に
お
い
て
生
態
環
境
保

護
を
強
化
す
る
た
め
の
方
法
論
的
指
導
を
提
供
し
た
。
我
が
国
は
、
中

国
共
産
党
第
十
八
回
全
国
代
表
大
会
以
来
、
系
統
的
工
程
と
全
体
的
局

面
の
角
度
か
ら
新
た
な
生
態
環
境
管
理
の
道
を
探
求
し
、
一
連
の
国
土

空
間
総
合
再
整
備
お
よ
び
生
態
修
復
工
程
を
推
し
進
め
、
国
土
面
積
の

二
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
生
態
保
護
〔
地
域
〕
の
境
界
線
内
に
納
め
入

れ
、
我
が
国
の
生
態
安
全
の
障
壁
を
有
効
で
強
固
な
も
の
に
し
た
。
二
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五
箇
所
の
山
地
・
水
域
・
森
林
・
農
地
・
湿
地
・
草
地
の
生
態
保
護
修

復
工
程
実
験
を
一
歩
一
歩
着
実
に
推
進
し
、
三
五
箇
所
の
生
物
多
様
性

保
護
優
先
区
域
を
画
定
し
、
生
物
多
様
性
保
護
重
大
工
程
と
絶
滅
危
惧

種
救
出
工
程
を
実
施
し
、
一
一
二
種
の
特
別
希
少
絶
滅
危
惧
野
生
動
植

物
の
野
外
復
帰
を
実
現
し
た
。
我
が
国
は
、
二
〇
一
七
年
よ
り
、
⽛
緑

盾
⽜
特
定
項
目
行
動
の
推
進
を
継
続
し
て
お
り
、
自
然
保
護
地
の
生
態

環
境
を
不
法
に
侵
害
し
破
壊
す
る
違
法
行
為
や
規
定
違
反
行
為
を
厳
し

く
処
分
し
、
問
題
の
整
頓
・
改
善
お
よ
び
生
態
修
復
の
督
促
を
続
け
て

い
る
（
訳
注
⚗
）
。
長
江
流
域
の
重
点
水
域
で
は
、
二
〇
二
一
年
一
月

一
日
以
来
、
⽛
と
も
に
大
い
な
る
保
護
を
つ
か
み
取
り
、
大
規
模
な
開

発
は
行
わ
な
い
⽜
（
共
抓
大
保
护
、
不
搞
大
开
发
）
と
の
全
体
的
指
導

方
針
を
背
景
に
、
十
年
間
の
禁
漁
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
こ
十
年
来
、

累
計
で
九
・
六
億
亩
（
訳
注
⚘
）
の
造
林
が
完
成
し
た
が
、
こ
れ
は
地

球
全
体
で
新
た
に
増
加
し
た
森
林
面
積
の
四
分
の
一
に
貢
献
す
る
も
の

で
あ
る
。
森
林
面
積
と
森
林
蓄
積
量
は
⽛
共
に
増
加
す
る
状
態
⽜
を
連

続
し
て
維
持
し
て
お
り
、
人
工
林
面
積
は
不
動
の
世
界
第
一
位
を
誇

る
。汚

染
防
除
の
難
関
突
破
を
奥
深
く
推
進
し
、
一
般
大
衆
の
達
成
感
と

幸
福
感
が
顕
著
に
高
ま
っ
た
。
良
好
な
生
態
環
境
は
人
民
の
生
活
上
最

も
普
惠
な
幸
い
で
あ
り
、
新
た
な
時
代
の
一
般
大
衆
が
あ
こ
が
れ
る
幸

せ
な
生
活
の
重
要
な
内
容
で
も
あ
る
。
こ
こ
十
年
来
、
人
民
の
生
活
に

関
連
す
る
と
く
に
甚
だ
し
い
生
態
環
境
問
題
に
直
面
し
、
断
固
と
し
て

汚
染
と
戦
う
こ
と
を
宣
言
し
、
青
い
空
、
清
ら
か
な
水
、
汚
れ
の
な
い

土
を
守
る
戦
い
に
全
力
で
挑
み
、
重
度
の
大
気
汚
染
、
深
刻
な
水
質
汚

濁
、
飲
料
水
の
安
全
、
廃
棄
物
に
埋
も
れ
た
街
、
農
村
環
境
な
ど
、
一

般
大
衆
の
心
痛
や
憂
い
は
す
で
に
大
幅
に
軽
減
さ
れ
、
広
範
な
一
般
大

衆
の
良
好
な
生
態
環
境
に
対
す
る
達
成
感
は
顕
著
に
高
ま
っ
た
。
空
は

青
く
、
山
は
緑
豊
か
で
、
土
地
に
汚
れ
は
な
く
、
水
は
清
ら
か
で
あ

り
、
毎
年
の
全
国
生
態
環
境
公
報
（
訳
注
⚙
）
の
デ
ー
タ
は
、
我
が
国

の
生
態
環
境
状
態
が
絶
え
間
な
く
変
化
し
て
き
た
事
実
を
記
録
し
て
い

る
。
国
家
統
計
局
の
調
査
統
計
に
よ
る
と
、
一
般
大
衆
の
生
態
環
境
に

対
す
る
満
足
度
は
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
た
。
大
衆
の
満
足
の
鍵
は

身
の
回
り
の
生
態
環
境
の
質
の
向
上
に
あ
り
、
た
と
え
ば
、
か
つ
て
長

き
に
わ
た
り
陰
な
が
ら
批
判
さ
れ
て
き
た
全
国
の
大
気
の
質
の
指
標
、

す
な
わ
ち
微
小
粒
子
状
物
質
（
Ｐ
Ｍ
二
･五
）
の
平
均
濃
度
は
、
二
〇

二
一
年
に
歴
史
的
な
下
降
を
遂
げ
、
一
立
法
メ
ー
ト
ル
当
た
り
三
〇
マ

イ
ク
ロ
グ
ラ
ム
と
な
り
、
世
界
保
健
機
関
が
定
め
る
暫
定
的
目
標
値
一

（
一
立
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
三
五
マ
イ
ク
ロ
グ
ラ
ム
）
を
達
成
し
た
。

中
央
に
よ
る
生
態
環
境
保
護
の
監
督
・
視
察
は
、
重
大
か
つ
典
型
的
な

事
件
を
取
り
調
べ
て
処
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
中
国
共
産
党
と
国
家
が
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生
態
環
境
を
管
理
す
る
と
い
う
揺
る
が
ぬ
決
意
を
一
般
大
衆
に
示
し

た
。環

境
配
慮
型
、
循
環
型
、
低
炭
素
型
の
発
展
が
し
っ
か
り
し
た
一
歩

を
踏
み
出
し
、
質
の
高
い
発
展
の
質
が
さ
ら
に
向
上
し
た
。
健
全
か
つ

環
境
配
慮
型
、
低
炭
素
型
、
循
環
型
の
経
済
発
展
体
系
を
作
り
上
げ
、

経
済
社
会
の
発
展
を
全
面
的
に
環
境
配
慮
型
へ
と
転
換
す
る
よ
う
促
進

す
る
こ
と
は
、
我
が
国
の
生
態
環
境
問
題
を
解
決
す
る
基
本
的
な
策
で

あ
る
。
こ
こ
十
年
来
、
生
態
環
境
保
護
を
先
導
、
適
正
化
、
強
制
す
る

作
用
を
効
果
的
に
発
揮
し
、
産
業
構
造
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造
、
交
通
運

輸
構
造
、
用
地
構
造
の
調
整
を
加
速
度
的
に
推
進
し
、
国
土
空
間
開
発

の
枠
組
み
を
適
正
化
し
、
資
源
の
節
約
と
集
約
的
利
用
を
促
進
し
た
。

我
が
国
で
は
、
二
〇
一
二
年
か
ら
二
〇
二
一
年
ま
で
、
年
平
均
三
パ
ー

セ
ン
ト
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
が
年
平
均
六
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
の
経
済
成

長
を
支
え
、
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
に
占
め
る
石
炭
の
割
合
も
六

八
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
五
六
パ
ー
セ
ン
ト
へ
と
下
が
り
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
強
度
は
累
計
で
二
六
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
減
少
し
、
単
位
Ｇ
Ｄ
Ｐ
当

た
り
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
は
三
四
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
減
少
し
、
二
酸

化
炭
素
排
出
量
が
急
激
に
増
加
し
て
い
た
局
面
を
是
正
し
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
と
経
済
成
長
の
関
係
、
お
よ
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
と
炭
素
排

出
の
関
係
を
断
つ
こ
と
に
一
応
成
功
し
た
。
我
が
国
は
、
二
〇
三
〇
年

よ
り
前
に
炭
素
〔
の
排
出
量
〕
を
頂
点
に
到
達
さ
せ
、
二
〇
六
〇
年
よ

り
前
に
炭
素
中
和
〔
炭
素
中
立
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
〕
を
実
現

す
る
こ
と
を
承
諾
し
、
地
球
全
体
を
環
境
配
慮
型
、
低
炭
素
型
へ
と
転

換
す
る
決
意
を
固
め
、
生
態
文
明
の
全
体
的
配
置
の
下
で
、
汚
染
減
少

と
炭
素
削
減
の
相
乗
効
果
を
強
め
る
こ
と
に
よ
り
、
経
済
社
会
の
発
展

を
全
面
的
に
環
境
配
慮
型
へ
と
転
換
す
る
こ
と
を
促
進
す
る
。
我
が
国

の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
規
模
は
世
界
第
一
位
で
あ
り
、

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
車
（
訳
注
10
）
の
生
産
販
売
量
は
不
動
の
世
界
第
一
位

を
誇
る
。
環
境
配
慮
型
、
低
炭
素
型
の
産
業
は
今
ま
さ
に
加
速
度
的
に

成
長
し
て
お
り
、
日
増
し
に
質
の
高
い
発
展
を
促
す
新
た
な
潜
在
力
と

な
り
つ
つ
あ
る
。

二

生
態
環
境
保
護
が
直
面
す
る
挑
戦
と
圧
力

美
し
い
中
国
と
は
、
人
と
自
然
が
調
和
し
共
生
す
る
現
代
化
の
検
査

の
標
識
で
あ
り
、
二
〇
三
五
年
に
基
本
的
に
実
現
す
る
現
代
化
の
目
標

の
一
つ
で
あ
る
。
人
と
自
然
が
調
和
し
共
生
す
る
高
度
に
計
画
的
な
発

展
に
お
い
て
、
生
態
環
境
保
護
が
内
包
す
る
も
の
と
そ
の
概
念
の
及
ぶ

範
囲
は
絶
え
ず
深
化
し
て
お
り
、
〔
そ
れ
に
対
す
る
〕
挑
戦
と
圧
力
も

極
め
て
大
き
い
。
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第
一
に
、
経
済
情
勢
が
緊
迫
し
複
雑
化
し
て
お
り
、
短
期
目
標
と
長

期
目
標
を
統
一
的
に
計
画
す
る
こ
と
が
ま
す
ま
す
難
し
く
な
っ
て
い

る
。
工
業
化
と
都
市
化
が
一
層
拡
大
す
る
段
階
に
あ
っ
て
、
我
が
国
の

産
業
構
造
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造
、
及
び
運
輸
構
造
に
お
け
る
高
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
・
高
排
出
と
い
う
特
徴
は
根
本
的
に
変
化
し
て
お
ら
ず
、
汚

染
排
出
と
生
態
破
壊
の
情
勢
は
依
然
と
し
て
緊
迫
し
て
お
り
、
新
た
な

汚
染
物
質
が
人
体
の
健
康
に
与
え
る
影
響
と
生
態
に
及
ぼ
す
危
険
が
日

に
日
に
露
呈
し
、
生
態
環
境
〔
関
連
の
〕
事
件
が
依
然
と
し
て
多
発
・

頻
発
す
る
高
度
に
危
険
な
状
態
と
趨
勢
に
あ
り
、
環
境
配
慮
型
の
生
産

生
活
様
式
は
ま
だ
全
く
形
成
さ
れ
て
い
な
い
。
我
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
水
準
は
常
に
向
上
し
て
い
る
が
、
な
お
世
界
平
均
水
準
の
四
〇

パ
ー
セ
ン
ト
を
上
回
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
先
進
国
の
二
～
三
倍
で
あ

り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
利
用
効
率
が
低
め
で
あ
る
。
我
が
国
の
一
人

当
た
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
水
準
は
、
経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
）
加
盟
国
の
約
六
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
ず
、
立
派
な
生
活
（
美
好

生
活
）
を
送
る
た
め
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
に
応
じ

る
こ
と
と
炭
素
削
減
と
の
間
の
矛
盾
が
際
立
っ
て
お
り
、
炭
素
〔
の
排

出
量
〕
を
頂
点
に
到
達
さ
せ
炭
素
を
中
和
さ
せ
る
任
務
の
実
現
は
、
は

な
は
だ
困
難
で
あ
る
。
目
下
、
経
済
の
進
行
は
、
需
要
の
縮
小
、
供
給

の
押
し
寄
せ
、
お
よ
び
期
待
の
弱
ま
り
と
い
う
⽛
三
重
の
圧
力
⽜
に
直

面
し
て
い
る
う
え
、
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
衝
突
、
異
常
気
象
、
お

よ
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
重
な
る
こ
と
に
よ
る
影
響
も
受

け
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
特
徴
は
、
発
展
様
式
の
転
換
、
経
済
構
造
の
適

正
化
、
お
よ
び
成
長
原
動
力
の
転
換
と
い
う
⽛
三
つ
の
時
期
の
重
な

り
⽜
（
三
期
叠
加
）
と
い
う
背
景
の
下
に
現
れ
て
お
り
、
経
済
成
長
の

制
約
条
件
が
累
積
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
、
空
間
流
用
が
狭
く
な

り
、
取
捨
を
判
断
し
最
適
解
を
求
め
る
こ
と
が
一
層
困
難
と
な
っ
て
い

る
。
経
済
の
下
向
き
圧
力
が
強
ま
り
、
発
展
へ
の
信
頼
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
が
ま
す
ま
す
困
難
な
情
勢
の
下
で
、
一
部
の
地
区
で
は
成
長
の
安

定
と
雇
用
の
保
持
を
求
め
る
圧
力
が
劇
増
し
、
⽛
環
境
保
護
は
経
済
に

〔
悪
い
〕
影
響
を
与
え
る
⽜
と
の
論
調
が
社
会
に
し
ば
し
ば
現
れ
、
経

済
が
下
向
き
と
な
っ
た
⽛
背
锅
侠
⽜
〔
責
任
を
転
嫁
す
る
た
め
の
身
代

わ
り
、
ス
ケ
ー
プ
ゴ
ー
ト
〕
を
探
し
て
い
る
。
あ
る
地
域
で
は
、
人
民

の
生
活
を
守
る
財
政
的
圧
力
を
受
け
、
生
態
環
境
保
護
重
視
の
程
度
が

弱
ま
り
、
そ
れ
に
そ
そ
ぐ
力
の
程
度
も
小
さ
く
な
っ
た
。
ま
た
一
部
の

地
域
で
は
、
質
の
高
い
経
済
発
展
の
た
め
の
創
造
力
を
欠
き
、
感
染
症

が
も
た
ら
し
た
損
失
を
取
り
戻
す
に
は
手
っ
取
り
早
く
儲
か
る
⽛
二

高
⽜
（
两
高
）
事
業
（
訳
注
11
）
を
増
や
し
余
剰
生
産
能
力
へ
投
資
す

る
こ
と
で
牽
引
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
に
目
前
の
困
難

の
み
を
考
慮
す
る
の
で
は
、
将
来
、
国
家
経
済
と
地
方
経
済
に
残
す
可
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能
性
の
あ
る
産
業
構
造
を
立
て
直
す
手
間
や
歴
史
的
負
担
を
軽
視
す
る

こ
と
に
な
る
。

第
二
に
、
汚
染
防
除
と
い
う
難
関
突
破
戦
を
し
っ
か
り
戦
い
抜
き
、

難
関
に
挑
み
困
難
に
打
ち
勝
つ
鍵
と
な
る
段
階
に
入
っ
た
。
⽛
三
つ
の

時
期
の
重
な
り
⽜
は
、
生
態
環
境
を
し
っ
か
り
固
め
つ
つ
良
い
方
向
へ

向
か
わ
せ
る
た
め
の
基
礎
が
ま
だ
安
定
し
て
い
な
い
こ
と
を
意
味
す

る
。
全
体
的
に
見
る
と
、
我
が
国
の
工
業
化
と
都
市
化
の
歴
史
的
任
務

は
依
然
と
し
て
完
成
し
て
お
ら
ず
、
産
業
構
造
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造
に

対
応
し
た
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
生
産
と
そ
の
消
費
に
お
け
る
汚
染
物
質

の
排
出
は
ま
だ
し
ば
ら
く
高
止
ま
り
す
る
で
あ
ろ
う
。
目
下
の
と
こ
ろ

大
気
環
境
の
成
果
は
安
定
し
て
お
ら
ず
、
水
生
態
の
回
復
事
業
は
始

ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
土
壌
汚
染
の
歴
史
的
残
留
問
題
は
と
く
に
甚

だ
し
く
、
環
境
向
上
の
程
度
は
ま
だ
全
体
的
に
中
低
級
で
あ
り
、
美
し

い
中
国
を
建
設
す
る
目
標
と
比
べ
る
と
依
然
と
し
て
大
き
な
開
き
が
あ

る
。
汚
染
防
除
と
い
う
難
関
突
破
戦
を
し
っ
か
り
戦
い
抜
く
こ
と
は
、

汚
染
防
除
が
深
水
域
に
及
ぶ
こ
と
を
意
味
す
る
。
近
年
、
生
物
毒
性
、

環
境
残
留
性
、
生
物
蓄
積
〔
濃
縮
〕
性
な
ど
の
特
徴
を
備
え
た
新
た
な

汚
染
物
質
が
頻
繁
に
発
生
す
る
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
二
酸
化
硫
黄
〔
亜

硫
酸
ガ
ス
、
無
水
亜
硫
酸
〕
や
窒
素
酸
化
物
な
ど
の
伝
統
的
な
汚
染
物

質
に
比
べ
、
残
留
性
の
あ
る
有
機
汚
染
物
質
、
内
分
泌
攪
乱
物
質
、
抗

生
物
質
、
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
等
の
新
た
な
汚
染
物
質
が
有
す
る

残
留
性
、
蓄
積
〔
濃
縮
〕
性
、
移
動
性
等
の
特
徴
は
よ
り
明
ら
か
で
あ

り
、
そ
れ
ら
は
環
境
の
中
に
長
く
残
留
す
る
た
め
、
伝
統
的
な
汚
染
物

質
よ
り
も
は
る
か
に
管
理
が
難
し
い
。
問
題
は
一
層
複
雑
と
な
り
、
そ

の
難
度
と
困
難
さ
は
未
曾
有
で
あ
る
。
製
薬
、
化
学
工
業
、
製
紙
等
の

危
険
性
の
高
い
業
界
や
企
業
の
多
く
は
、
沿
岸
地
帯
、
川
沿
い
、
海
沿

い
の
地
域
に
位
置
し
て
お
り
、
ひ
と
た
び
突
発
的
な
環
境
事
件
が
発
生

す
る
と
、
流
域
の
水
環
境
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
飲
用
水
の
安
全

を
脅
か
し
か
ね
な
い
。
こ
の
ほ
か
、
生
態
環
境
の
管
理
は
、
も
は
や
単

一
目
標
の
管
理
モ
デ
ル
で
は
な
く
、
汚
染
減
少
と
炭
素
削
減
相
互
の
相

乗
効
果
を
統
一
的
に
計
画
し
た
多
目
的
共
同
管
理
で
あ
り
、
⽛
手
抜
か

り
の
な
い
徹
底
し
た
⽜
（
横
向
到
边
、
纵
向
到
底
）
、
生
態
環
境
を
総

合
的
に
修
復
す
る
枠
組
み
を
作
り
上
げ
る
。
縦
方
向
に
お
い
て
は
、
伝

統
的
な
汚
染
物
質
の
防
除
お
よ
び
都
市
汚
染
管
理
の
分
野
で
す
で
に
現

れ
て
い
る
管
理
上
の
成
果
を
強
固
に
し
、
横
方
向
に
お
い
て
は
、
新
た

な
汚
染
物
質
の
管
理
と
農
村
の
生
態
環
境
改
善
の
分
野
へ
と
範
囲
を
拡

張
し
、
⽛
持
久
戦
⽜
を
行
う
準
備
を
整
え
、
難
関
に
挑
み
困
難
に
打
ち

勝
っ
て
初
め
て
、
真
に
環
境
の
質
を
改
善
し
、
美
し
い
中
国
を
建
設
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
に
、
生
態
環
境
の
管
理
能
力
が
不
足
し
て
お
り
、
生
態
環
境
の

北研 60 (3・184) 456

資 料

北研 60 (3・185) 457

現代中国の環境論 ㈨



質
を
持
続
的
に
改
善
す
る
と
い
う
需
要
を
満
足
す
る
の
が
難
し
い
。
生

態
文
明
の
建
設
と
は
、
単
に
環
境
に
基
づ
き
環
境
問
題
を
解
決
す
る
こ

と
で
は
決
し
て
な
く
、
新
た
な
文
明
観
の
指
導
の
下
で
、
生
産
生
活
様

式
と
社
会
発
展
様
式
を
系
統
的
に
改
革
す
る
こ
と
で
あ
る
。
我
が
国
の

生
態
環
境
管
理
体
系
と
管
理
能
力
近
代
化
の
建
設
は
大
幅
な
進
展
を
遂

げ
た
が
、
な
お
全
体
の
発
展
を
制
約
す
る
部
分
や
不
十
分
な
点
が
少
な

か
ら
ず
存
在
し
て
お
り
、
制
度
建
設
に
お
い
て
は
ま
だ
、
バ
ラ
バ
ラ
で

あ
る
、
分
散
し
て
い
る
、
部
門
に
分
か
れ
て
い
る
と
い
っ
た
現
象
が
見

ら
れ
、
生
態
環
境
に
関
す
る
法
律
体
系
に
は
い
ま
だ
全
面
的
な
配
慮
が

欠
け
て
お
り
、
多
元
的
管
理
の
枠
組
み
が
真
に
形
成
さ
れ
た
と
は
言
え

な
い
。
経
済
社
会
を
全
面
的
に
環
境
配
慮
型
へ
と
転
換
す
る
に
は
、
国

家
と
社
会
の
管
理
体
系
を
全
面
的
に
変
え
る
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
に
は

環
境
配
慮
型
の
発
展
を
促
進
す
る
政
策
体
系
、
標
準
体
系
、
市
場
体

系
、
お
よ
び
技
術
体
系
が
含
ま
れ
る
。
実
践
面
で
は
、
生
態
環
境
管
理

の
問
題
に
お
い
て
、
行
政
手
段
の
運
用
を
強
調
し
す
ぎ
て
お
り
、
一
般

大
衆
と
社
会
組
織
が
参
画
す
る
た
め
の
構
造
と
制
度
が
ま
だ
完
備
さ
れ

て
い
な
い
。
生
態
環
境
に
関
す
る
法
律
体
系
は
さ
ら
な
る
完
備
が
必
要

で
あ
り
、
標
準
の
制
定
が
相
対
的
に
足
踏
み
状
態
に
陥
っ
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
り
、
生
態
環
境
の
基
盤
と
な
る
組
織
が
最
大
の
弱
点
に
な
っ
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
、
生
態
環
境
の
質
を
持
続
的
に
改
善
す
る
必
要

を
満
足
さ
せ
て
い
な
い
。
一
部
の
生
態
環
境
問
題
の
発
生
要
因
、
仕
組

み
、
時
間
と
空
間
、
お
よ
び
そ
れ
に
内
在
す
る
変
遷
法
則
の
研
究
は
ま

だ
浅
く
、
精
密
な
対
策
を
取
り
環
境
汚
染
を
抑
え
る
こ
と
、
科
学
的
な

対
策
を
取
り
環
境
汚
染
を
抑
え
る
こ
と
、
法
に
照
ら
し
て
対
策
を
取
り

環
境
汚
染
を
抑
え
る
こ
と
が
、
申
し
分
な
く
着
実
に
遂
行
さ
れ
て
い
る

と
は
言
え
な
い
。
近
年
、
生
態
環
境
保
護
に
関
す
る
法
執
行
力
の
程
度

が
絶
え
間
な
く
増
大
す
る
に
つ
れ
、
と
り
わ
け
中
央
に
よ
る
環
境
保
護

の
監
督
・
視
察
お
よ
び
大
気
汚
染
防
除
強
化
の
た
め
の
監
督
・
点
検
な

ど
、
様
々
な
項
目
の
法
の
執
行
活
動
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
に
伴
い
、
一

部
の
地
方
政
府
は
⽛
ま
ず
確
立
し
て
か
ら
廃
止
す
る
。
確
立
せ
ず
し
て

廃
止
せ
ず
⽜
（
先
立
后
破
、
不
立
不
破
）
（
訳
注
12
）
の
求
め
を
着
実

に
遂
行
せ
ず
、
⽛
多
様
な
問
題
を
単
純
・
一
律
に
処
理
⽜
し
た
り
、

⽛
政
治
的
宣
伝
活
動
（
コ
ネ
を
頼
っ
て
工
作
す
る
）
様
式
⽜
に
よ
り
炭

素
を
削
減
す
る
な
ど
、
無
責
任
な
管
理
手
段
を
用
い
て
お
り
、
国
家
の

汚
染
防
除
活
動
に
対
す
る
反
発
気
分
を
社
会
に
芽
生
え
さ
せ
、
極
め
て

好
ま
し
か
ら
ざ
る
社
会
的
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
近
年
、
安
全
生

産
や
化
学
品
輸
送
な
ど
に
起
因
す
る
思
い
が
け
な
い
環
境
事
件
が
頻
繁

に
発
生
し
、
突
発
的
な
感
染
症
や
災
害
の
発
生
状
況
、
お
よ
び
異
常
気

象
の
常
態
化
が
生
態
環
境
処
置
の
負
担
と
な
っ
て
お
り
、
環
境
上
の
危

険
を
前
も
っ
て
警
告
し
予
防
・
規
制
す
る
体
制
は
い
ま
だ
整
備
さ
れ
て
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い
な
い
。

三

人
と
自
然
が
調
和
し
共
生
す
る
と
い
う
要
求
の
も
と

で
、
生
態
環
境
保
護
を
推
し
進
め
る

我
が
国
は
、
社
会
主
義
的
な
近
代
国
家
を
全
面
的
に
建
設
す
る
新
た

な
長
旅
の
道
程
に
つ
き
、
炭
素
削
減
を
主
要
な
全
体
的
指
導
指
針
目
標

と
す
る
生
態
文
明
建
設
の
要
の
時
期
に
入
っ
た
。
中
国
共
産
党
第
二
十

回
全
国
代
表
大
会
報
告
書
と
中
央
経
済
工
作
会
議
は
、
経
済
社
会
の
発

展
を
環
境
配
慮
型
へ
と
転
換
す
る
よ
う
促
し
、
炭
素
削
減
、
汚
染
減

少
、
緑
地
拡
大
、
お
よ
び
成
長
を
共
同
で
推
し
進
め
、
美
し
い
中
国
を

建
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
明
確
に
打
ち
出
し
た
。

第
一
に
、
発
展
様
式
の
環
境
配
慮
型
へ
の
転
換
を
速
め
る
。
生
産
生

活
様
式
の
環
境
配
慮
化
・
低
炭
素
化
は
、
人
類
社
会
の
持
続
可
能
な
発

展
の
た
め
の
根
本
的
要
求
か
つ
必
然
的
趨
勢
で
あ
る
。
環
境
配
慮
型
の

消
費
と
供
給
側
の
構
造
改
革
を
互
い
に
結
び
つ
け
る
よ
う
唱
え
導
き
、

環
境
配
慮
型
・
低
炭
素
型
の
生
産
様
式
と
生
活
様
式
の
形
成
を
促
進

し
、
環
境
配
慮
型
の
成
長
の
割
合
を
増
や
す
。

第
二
に
、
環
境
汚
染
防
除
の
難
関
に
挑
み
困
難
に
打
ち
勝
つ
こ
と
を

深
く
掘
り
下
げ
て
推
し
進
め
る
。
青
い
空
、
清
ら
か
な
水
、
汚
れ
の
な

い
土
を
守
る
戦
い
を
引
き
続
き
深
く
戦
い
抜
き
、
美
し
い
中
国
を
建
設

す
る
目
標
を
堅
く
変
え
ず
、
力
の
程
度
を
決
し
て
緩
め
ず
、
そ
の
深
さ

と
範
囲
の
点
で
さ
ら
に
時
間
と
精
力
を
か
け
、
都
市
と
農
村
に
お
け
る

人
類
の
生
存
に
適
し
た
環
境
の
継
続
的
改
善
を
推
し
進
め
、
近
代
的
な

環
境
管
理
体
系
を
整
備
す
る
。

第
三
に
、
生
態
系
統
の
多
様
性
、
安
定
性
、
持
続
性
を
向
上
さ
せ

る
。
重
要
な
生
態
系
統
を
保
護
・
修
復
す
る
重
大
計
画
と
生
物
多
様
性

保
護
重
大
計
画
の
実
施
速
度
を
速
め
、
生
態
系
統
の
自
己
修
復
能
力
を

高
め
、
自
然
に
基
づ
く
解
決
計
画
を
生
態
保
護
修
復
活
動
の
主
流
と

し
、
自
然
の
恩
に
報
い
、
自
然
の
価
値
を
高
め
る
こ
と
を
実
現
す
る
。

第
四
に
、
炭
素
〔
の
排
出
量
〕
を
頂
点
に
到
達
さ
せ
炭
素
を
中
和
さ

せ
る
こ
と
を
積
極
的
か
つ
穏
当
に
推
し
進
め
る
。
⽛
双
炭
⽜
（
双
碳
）

（
訳
注
13
）
活
動
の
全
過
程
に
系
統
的
観
念
を
貫
か
せ
、
発
展
と
排
出

減
少
、
全
体
と
部
分
、
長
期
目
標
と
短
期
目
標
、
お
よ
び
政
府
と
市
場

の
関
係
を
正
確
に
処
理
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
⽛
二
重
制
御
⽜
か
ら

炭
素
排
出
の
⽛
二
重
制
御
⽜
へ
の
転
換
を
促
し
、
炭
素
〔
の
排
出
量
〕

を
頂
点
に
到
達
さ
せ
炭
素
を
中
和
さ
せ
る
こ
と
を
積
極
的
か
つ
穏
当
に

推
し
進
め
る
。

当
面
と
今
後
の
あ
る
時
期
は
、
安
定
を
最
優
先
し
、
安
定
し
つ
つ
前

進
す
る
こ
と
を
堅
持
し
、
生
態
環
境
保
護
活
動
を
経
済
社
会
発
展
の
全
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体
的
情
勢
の
中
へ
能
動
的
に
組
み
込
み
、
環
境
経
済
の
全
体
的
情
勢
を

正
確
に
把
握
し
、
経
済
の
全
体
的
情
勢
を
安
定
さ
せ
る
よ
う
積
極
的
に

奉
仕
し
、
経
済
発
展
と
環
境
保
護
が
協
力
し
て
共
に
前
進
す
る
よ
う
努

力
す
る
必
要
が
あ
る
。

習
近
平
の
生
態
文
明
思
想
を
手
引
き
と
す
る
こ
と
を
堅
持
し
、
環
境

配
慮
型
の
発
展
の
決
意
を
し
っ
か
り
と
定
め
る
。
中
国
共
産
党
第
二
十

回
全
国
代
表
大
会
は
、
世
界
に
対
し
、
⽛
双
炭
⽜
活
動
を
継
続
的
に
推

進
す
る
戦
略
的
決
意
と
固
い
決
意
が
あ
る
こ
と
、
同
時
に
⽛
双
炭
⽜
活

動
と
⽛
生
態
環
境
の
根
本
的
な
好
転
の
実
現
⽜
を
統
一
・
協
同
さ
せ
、

目
標
を
変
え
ず
、
力
の
程
度
を
緩
め
な
い
こ
と
を
明
確
に
伝
え
た
。
指

導
思
想
に
お
い
て
は
、
⽛
双
炭
⽜
と
生
態
環
境
保
護
活
動
を
、
⽛
社
会

主
義
的
な
近
代
強
国
を
全
面
的
に
建
設
す
る
⽜
と
い
う
全
体
目
標
と
一

致
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
環
境
配
慮
型
の
発
展
は
、
生
態
環
境
問

題
を
解
決
す
る
根
本
的
な
策
で
あ
り
、
環
境
配
慮
型
の
発
展
様
式
と
生

活
様
式
の
形
成
の
促
進
を
よ
り
際
立
た
せ
、
⽛
清
ら
か
な
水
と
緑
豊
か

な
山
は
そ
れ
自
体
が
金
山
・
銀
山
で
あ
る
⽜
と
の
意
識
を
絶
え
ず
強
化

し
、
人
と
自
然
が
調
和
し
共
生
す
る
高
度
に
計
画
的
な
発
展
と
い
う
立

場
に
立
ち
、
生
態
を
優
先
し
環
境
配
慮
型
・
低
炭
素
型
の
質
の
高
い
発

展
を
目
指
す
道
を
堅
く
変
え
ず
、
汚
染
減
少
と
炭
素
削
減
相
互
の
相
乗

効
果
の
実
現
を
、
経
済
社
会
発
展
を
全
面
的
に
環
境
配
慮
型
へ
と
転
換

す
る
よ
う
促
進
す
る
全
体
的
な
着
手
点
（
总
抓
手
）
と
す
る
こ
と
を
堅

持
し
、
生
産
空
間
の
集
約
と
高
効
率
化
、
生
活
空
間
の
適
度
な
住
み
や

す
さ
、
そ
し
て
生
態
空
間
の
山
水
の
風
景
が
優
れ
て
い
る
こ
と
を
促
進

し
、
清
潔
・
低
炭
素
・
安
全
・
高
効
率
な
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
体
系
を

打
ち
立
て
る
こ
と
に
尽
力
し
、
質
の
高
い
発
展
の
た
め
に
環
境
配
慮
型

の
強
大
な
発
展
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
ぎ
込
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

安
定
の
中
に
前
進
を
求
め
る
活
動
基
調
を
保
ち
、
長
期
目
標
と
短
期

目
標
を
統
一
的
に
計
画
し
、
そ
れ
ら
に
同
時
に
注
意
を
向
け
る
。
汚
染

防
除
の
難
関
突
破
戦
に
お
け
る
各
種
の
活
動
を
、
経
済
社
会
発
展
の
全

体
的
情
勢
の
中
に
組
み
入
れ
て
考
慮
し
、
生
態
環
境
保
護
、
経
済
社
会

の
発
展
、
お
よ
び
人
民
生
活
の
保
障
の
関
係
を
完
全
に
処
理
し
、
多
元

的
目
標
の
中
で
動
態
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
、
経
済
安
定
化
の
目
標
に
奉
仕

す
る
。
長
期
目
標
の
た
め
に
現
状
を
顧
み
な
い
こ
と
や
、
目
先
の
困
難

を
理
由
に
将
来
の
理
想
を
放
棄
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
長
期
目
標
の

短
期
化
と
系
統
的
目
標
の
細
分
化
は
い
ず
れ
も
し
て
は
な
ら
ず
、
感
染

症
の
予
防
と
制
御
、
経
済
社
会
の
発
展
、
お
よ
び
生
態
環
境
保
護
の
各

種
の
活
動
に
つ
い
て
計
画
的
に
順
序
を
立
て
て
統
一
計
画
を
定
め
、
生

態
環
境
安
全
の
た
め
の
最
低
水
準
を
堅
く
守
り
、
環
境
配
慮
型
・
低
炭

素
型
へ
の
転
換
と
い
う
要
求
を
経
済
安
定
化
政
策
目
標
の
中
に
組
み
込

む
。
投
資
・
消
費
・
輸
出
か
ら
成
る
⽛
三
頭
立
て
の
馬
車
⽜
に
、
環
境
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配
慮
型
・
低
炭
素
型
か
つ
持
続
可
能
な
発
展
と
い
う
内
容
を
十
分
に
与

え
、
短
期
的
成
長
目
標
と
長
期
的
生
態
環
境
福
祉
の
両
方
に
同
時
に
注

意
を
向
け
、
経
済
社
会
の
持
続
可
能
な
発
展
能
力
を
高
め
る
。
法
と
規

則
に
照
ら
し
て
各
種
の
活
動
を
推
し
進
め
、
環
境
上
の
顕
著
な
違
法
行

為
は
厳
し
く
罰
し
、
容
赦
し
な
い
。
⽛
二
〇
三
〇
年
よ
り
前
に
炭
素

〔
の
排
出
量
〕
を
頂
点
に
到
達
さ
せ
る
行
動
計
画
⽜
を
積
極
的
に
実
行

し
、
⽛
二
高
⽜
事
業
の
や
み
く
も
な
発
展
を
断
固
と
し
て
抑
制
し
、
重

大
な
建
設
事
業
に
お
け
る
生
態
環
境
と
炭
素
排
出
の
門
を
厳
格
に
守

る
。
生
態
系
統
の
保
護
と
修
復
の
監
督
管
理
を
強
力
に
推
し
進
め
、
生

態
環
境
上
の
危
険
の
予
防
と
規
制
お
よ
び
緊
急
事
件
の
処
理
を
適
切
に

行
う
。
異
常
気
象
事
件
に
お
け
る
社
会
全
体
の
対
応
能
力
と
適
応
能
力

を
高
め
、
気
候
〔
変
動
〕
に
対
す
る
可
鍛
性
を
向
上
さ
せ
る
。

新
た
な
様
式
と
方
法
を
作
り
出
し
、
生
態
環
境
保
護
の
管
理
能
力
と

管
理
水
準
を
絶
え
ず
向
上
さ
せ
る
。
目
標
の
方
向
と
問
題
の
方
向
を
堅

持
し
、
⽛
標
尺
に
照
ら
し
て
〔
自
ら
の
〕
不
足
を
見
極
め
、
上
級
目
標

に
照
ら
し
て
〔
自
ら
の
思
想
や
行
動
を
〕
正
し
く
実
行
⽜
し
（
对
标
对

表
）
、
足
り
な
い
と
こ
ろ
を
弁
別
し
、
原
因
を
分
析
し
、
科
学
的
な
策

を
講
じ
、
体
制
構
造
、
政
策
措
置
、
責
任
遂
行
に
力
を
注
ぎ
、
⽛
点
⽜

か
ら
⽛
面
⽜
へ
、
管
理
能
力
と
管
理
水
準
の
全
体
的
向
上
を
推
し
進
め

る
。
生
態
環
境
保
護
の
管
理
体
制
の
改
革
を
深
め
、
こ
れ
ま
で
の
お
も

に
行
政
手
段
に
依
拠
し
た
方
法
を
変
え
、
行
政
、
法
律
、
経
済
的
手
段

を
総
合
的
に
運
用
し
、
生
態
文
明
建
設
の
体
制
、
構
造
、
お
よ
び
制
度

体
系
を
整
備
す
る
。
法
に
よ
る
行
政
、
法
に
よ
る
管
理
、
お
よ
び
法
に

よ
る
保
護
を
着
実
に
成
し
遂
げ
、
生
態
環
境
保
護
の
法
律
上
の
最
低
条

件
を
断
固
と
し
て
守
り
抜
く
。
有
為
な
政
府
作
用
と
効
果
的
な
市
場
作

用
を
発
揮
さ
せ
、
市
場
化
・
法
治
化
の
手
段
を
十
分
に
運
用
し
、
生
態

環
境
の
質
の
持
続
的
改
善
を
推
し
進
め
る
。
⽛
中
国
共
産
党
と
中
国
政

府
が
共
同
で
責
任
を
負
う
⽜
（
党
政
同
责
）
〔
と
い
う
原
則
〕
と
⽛
一

職
二
重
責
任
⽜
（
一
岗
双
责
）
〔
と
い
う
原
則
〕
（
訳
注
14
）
を
堅
持

し
、
政
府
に
よ
る
管
理
、
社
会
に
お
け
る
調
節
、
お
よ
び
企
業
自
治
の

良
好
な
相
互
作
用
を
推
し
進
め
る
。
様
々
な
主
体
に
よ
る
共
同
管
理

（
多
方
共
治
）
を
堅
持
し
、
政
府
、
企
業
、
一
般
大
衆
な
ど
各
主
体
の

作
用
を
充
分
に
発
揮
さ
せ
、
情
報
共
有
、
様
々
な
主
体
に
よ
る
共
同
樹

立
、
協
調
協
力
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
一
つ
の
こ
と
を
す
る
、
を
内
容

と
す
る
連
動
的
な
活
動
構
造
を
打
ち
立
て
、
全
社
会
が
共
同
し
て
生
態

環
境
管
理
を
推
進
し
、
⽛
共
に
建
設
し
、
共
に
管
理
し
、
共
に
享
有
す

る
⽜
（
共
建
共
治
共
享
）
良
好
な
枠
組
み
を
形
成
す
る
。

（
著
者
は
中
国
社
会
科
学
院
生
態
文
明
研
究
所
の
副
所
長
、
か
つ
研
究

員
で
あ
る
。
）
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訳
注

訳
注
⚑

中
国
共
産
党
第
二
十
回
全
国
代
表
大
会
は
、
二
〇
二
二
年
十

月
十
六
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
、
北
京
市
の
人
民
大
会
堂
に
て

開
催
さ
れ
た
。

訳
注
⚒

中
国
共
産
党
第
十
八
回
全
国
代
表
大
会
は
、
二
〇
一
二
年
十

一
月
八
日
か
ら
十
四
日
ま
で
、
北
京
市
の
人
民
大
会
堂
に
て
開

催
さ
れ
た
。

訳
注
⚓

⼦绿
水
青
山
就
是
金
山
银
山
理
念
⽜
は
、
中
華
人
民
共
和
国

主
席
か
つ
中
国
共
産
党
中
央
委
員
会
総
書
記
で
あ
る
習
近
平
氏

が
、
二
〇
〇
五
年
八
月
十
五
日
、
当
時
中
国
共
産
党
浙
江
省
委

員
会
書
記
と
し
て
浙
江
省
安
吉
県
余
村
を
視
察
し
た
際
に
初
め

て
提
唱
し
た
理
念
と
さ
れ
る
。
習
近
平
国
家
主
席
は
、
視
察
の

九
日
後
、
⽝
浙
江
日
报
⽞
二
〇
〇
五
年
八
月
二
九
日
号
第
一
面

の
⽛
之
江
新
语
⽜
欄
に
⽛
哲
欣
⽜
の
筆
名
で
⽛
绿
水
青
山
也
是

金
山
银
山
⽜
（
清
ら
か
な
水
と
緑
豊
か
な
山
は
金
山
・
銀
山
で

も
あ
る
）
と
題
す
る
文
章
を
掲
載
し
、
こ
の
理
念
に
つ
い
て
つ

ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
⽛
我
々
は
、
人
と
自
然
の
調
和

と
、
経
済
と
社
会
の
調
和
を
追
求
し
て
い
る
。
こ
れ
を
分
か
り

や
す
く
言
う
と
、
清
ら
か
な
水
と
緑
豊
か
な
山
を
求
め
る
の
み

な
ら
ず
、
金
山
・
銀
山
を
も
求
め
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
我

が
省
に
は
⽛
七
つ
の
山
、
一
つ
の
水
、
二
つ
の
農
地
⽜
が
あ

り
、
多
く
の
地
域
は
⽛
青
い
川
水
が
う
ね
り
曲
が
っ
て
流
れ
、

緑
豊
か
な
山
が
向
か
い
合
っ
て
開
き
⽜
、
良
好
な
生
態
優
勢
を

有
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
生
態
環
境
優
勢
を
、
生
態
農
業
、
生

態
工
業
、
生
態
観
光
な
ど
の
生
態
経
済
上
の
優
勢
に
転
化
す
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
清
ら
か
な
水
と
緑
豊
か
な
山
も
金
山
・
銀

山
に
変
化
す
る
。
清
ら
か
な
水
と
緑
豊
か
な
山
は
、
金
山
・
銀

山
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
金
山
・
銀
山
を
も
っ
て
清

ら
か
な
水
と
緑
豊
か
な
山
を
買
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
清
ら
か

な
水
と
緑
豊
か
な
山
と
金
山
・
銀
山
は
、
矛
盾
を
発
生
さ
せ
も

す
れ
ば
、
弁
証
法
的
に
統
一
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
る
。
我
々

は
、
魚
と
熊
の
手
を
同
時
に
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
情
況

下
で
は
、
機
会
費
用
を
理
解
し
、
適
切
に
選
択
し
、
放
棄
す
る

こ
と
を
学
び
、
す
べ
き
こ
と
は
し
っ
か
り
や
り
、
す
べ
き
で
は

な
い
こ
と
は
せ
ず
、
科
学
的
発
展
観
を
し
っ
か
り
と
動
揺
せ
ず

実
行
し
、
人
と
自
然
が
共
に
調
和
し
た
資
源
節
約
型
で
環
境
に

優
し
い
社
会
を
作
り
上
げ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
選
択
の
過
程

で
正
し
い
方
向
を
見
つ
け
、
条
件
を
作
り
出
し
、
清
ら
か
な
水

と
緑
豊
か
な
山
が
、
後
か
ら
後
か
ら
と
絶
え
間
な
く
金
山
・
銀
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山
を
も
た
ら
す
よ
う
に
す
る
。
⽜
哲
欣
、
〝
绿
水
青
山
也
是
金

山
银
山
〟
、
浙
江
日
报
二
〇
〇
五
年
八
月
二
四
日
头
版
〝
之
江

新
语
〟
。
央
视
网
、〝
习
近
平
首
次
提
出
〝
两
山
论
〟
、
就
在

来
这
个
小
村
庄
九
天
后
〟
、
上
观
新
闻
、
二
〇
一
八
年
四
月
二

十
日
、
https://w
w
w
.shobserver.com
/new
s/detail?id=

86720（
二
〇
二
四
年
十
二
月
十
日
参
照
）
。
⽛
绿
水
青
山
就

是
金
山
银
山
理
念
⽜
は
、
⽛
两
山
理
论
⽜
ま
た
は
⽛
两
山
论
⽜

と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

訳
注
⚔

⼦五
位
一
体
⽜
総
合
配
置
（
〝
五
位
一
体
〟
总
体
布
局
）
と

は
、
中
国
の
特
色
あ
る
社
会
主
義
事
業
の
総
合
配
置
で
あ
り
、

お
も
に
⽛
経
済
建
設
、
政
治
建
設
、
文
化
建
設
、
社
会
建
設
、

生
態
文
明
建
設
⽜
の
五
分
野
に
つ
い
て
統
一
的
な
計
画
を
立
て

推
進
す
る
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
中
国
の
特
色
あ
る
社

会
主
義
の
新
た
な
時
代
に
お
い
て
、
中
国
の
特
色
あ
る
社
会
主

義
建
設
事
業
は
、
経
済
建
設
を
中
心
と
し
て
、
社
会
主
義
市
場

経
済
を
発
展
さ
せ
、
社
会
主
義
民
主
政
治
を
発
展
さ
せ
、
社
会

主
義
の
先
進
的
文
化
を
発
展
さ
せ
、
社
会
主
義
的
な
調
和
の
取

れ
た
社
会
を
構
築
し
、
社
会
主
義
的
な
生
態
文
明
を
作
り
続
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
二
〇
一
二
年
十
一

月
、
中
国
共
産
党
第
十
八
回
全
国
代
表
大
会
は
、
中
国
の
特
色

あ
る
社
会
主
義
事
業
の
総
合
配
置
は
⽛
五
位
一
体
⽜
で
あ
る
と

初
め
て
発
表
し
た
。
中
国
共
産
党
第
十
九
回
全
国
代
表
大
会

は
、
こ
の
こ
と
を
さ
ら
に
明
確
に
し
、
重
ね
て
声
明
し
た
。
张

丽
青
（
责
任
编
辑
）
、
〝
〝
五
位
一
体
〟
总
体
布
局
〟
、
中
华

人
民
共
和
国
司
法
部
（
中
国
政
府
法
制
信
息
网
）
、
二
〇
二
二

年
二
月
十
三
日
、
https://w
w
w
.m
oj.gov.cn/pub/sfbgw
/

zw
gkztzl/2021nzt/dsxxjy20210506/dszl/dsbk/2022

03/t20220309_450161.htm
l（
二
〇
二
四
年
十
二
月
十
日
参

照
）
。

訳
注
⚕

⼦四
つ
の
全
面
⽜
戦
略
的
配
置
（
〝
四
个
全
面
〟
战
略
布
局
）

と
は
、
中
国
共
産
党
中
央
委
員
会
の
習
近
平
総
書
記
が
、
中
国

共
産
党
第
十
八
回
全
国
代
表
大
会
後
に
一
歩
一
歩
提
唱
し
て
き

た
中
国
の
発
展
の
た
め
の
戦
略
的
配
置
で
あ
り
、
中
国
共
産
党

が
新
た
な
情
勢
の
下
で
国
を
治
め
国
政
を
運
営
す
る
た
め
の
総

合
的
な
計
画
大
綱
で
あ
る
。
二
〇
一
四
年
十
二
月
当
初
、
習
近

平
総
書
記
が
江
蘇
省
に
お
け
る
調
査
研
究
の
際
に
初
め
て
提
唱

し
た
も
の
に
は
、
ま
ず
ま
ず
の
ゆ
と
り
の
あ
る
生
活
が
で
き
る

社
会
を
全
面
的
に
構
築
す
る
こ
と
、
改
革
を
全
面
的
に
深
化
さ

せ
る
こ
と
、
法
に
基
づ
く
国
の
統
治
を
全
面
的
に
進
め
る
こ

と
、
お
よ
び
党
の
厳
格
な
統
治
を
全
面
的
に
推
進
す
る
こ
と
、
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の
⽛
四
つ
の
全
面
⽜
（
四
个
全
面
）
が
含
ま
れ
て
い
た
。
二
〇

一
七
年
十
月
、
中
国
共
産
党
第
十
九
回
全
国
代
表
大
会
は
、
新

た
な
時
代
に
お
け
る
中
国
の
特
色
あ
る
社
会
主
義
事
業
の
戦
略

的
配
置
を
⽛
四
つ
の
全
面
⽜
と
す
る
こ
と
を
提
議
し
た
。
二
〇

二
〇
年
十
月
末
、
中
国
共
産
党
第
十
九
回
中
央
委
員
会
第
五
回

全
体
会
議
は
、
ま
ず
ま
ず
の
ゆ
と
り
の
あ
る
生
活
が
で
き
る
社

会
の
全
面
的
構
築
に
決
定
的
な
進
展
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
を
受
け
、
⽛
四
つ
の
全
面
⽜
に
関
す
る
新
た
な
説
明
を

発
表
し
、
⽛
ま
ず
ま
ず
の
ゆ
と
り
の
あ
る
生
活
が
で
き
る
社
会

の
全
面
的
構
築
⽜
を
⽛
社
会
主
義
的
近
代
国
家
の
全
面
的
建

設
⽜
へ
と
調
整
し
た
。
张
丽
青
（
责
任
编
辑
）
、〝
四
个
全

面
〟、
中
华
人
民
共
和
国
司
法
部
（
中
国
政
府
法
制
信
息
网
）
、

二
〇
二
二
年
二
月
二
十
四
日
、
https://w
w
w
.m
oj.gov.cn/

pub/sfbgw
/zw
gkztzl/2021nzt/dsxxjy20210506/dszl/

dsbk/202203/t20220309_450152.htm
l（
二
〇
二
四
年
十

二
月
十
日
参
照
）
。

訳
注
⚖

生
態
環
境
部
と
は
、
中
華
人
民
共
和
国
国
務
院
が
管
轄
す
る

部
門
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
責
務
は
、
生
態
環
境
に
関
す
る
基

本
的
な
制
度
を
確
立
・
整
備
す
る
こ
と
、
お
よ
び
重
大
な
生
態

環
境
問
題
に
つ
い
て
統
一
的
に
計
画
を
立
て
て
調
整
し
監
督
・

管
理
す
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
中
华
人
民
共
和
国
生
态
环
境

部
、〝
组
织
机
构
：
生
态
环
境
部
职
责
〟、
中
华
人
民
共
和
国
生

态
环
境
部
、
更
新
日
期
未
知
、
https://w
w
w
.m
ee.gov.cn/

zjhb/（
二
〇
二
四
年
十
二
月
十
日
参
照
）
。

訳
注
⚗

二
〇
一
七
年
七
月
十
一
日
、
中
華
人
民
共
和
国
の
環
境
保
護

部
、
国
土
資
源
部
、
水
利
部
、
農
業
部
、
国
家
林
業
局
、
中
国

科
学
院
、
国
家
海
洋
局
は
、
各
省
、
自
治
区
、
直
轄
市
環
境
保

護
庁
（
局
）
、
国
土
資
源
庁
（
局
）
、
水
利
庁
（
局
）
、
農
業

庁
（
局
）
、
林
業
庁
（
局
）
、
海
洋
庁
（
局
）
、
中
国
科
学
院

華
南
植
物
園
に
対
し
、
⽛
⽝
緑
盾
二
〇
一
七
⽞
国
家
級
自
然
保

護
区
に
お
け
る
監
督
検
査
特
定
項
目
行
動
を
共
同
し
て
推
し
進

め
る
こ
と
に
関
す
る
通
知
⽜
（
环
生
态
函
〔
二
〇
一
七
〕
一
四

四
号
）
を
発
表
し
た
。
本
通
知
に
添
付
さ
れ
た
付
属
文
書

⽛
⽝
緑
盾
二
〇
一
七
⽞
国
家
級
自
然
保
護
区
に
お
け
る
監
督
検

査
特
定
項
目
行
動
計
画
⽜
に
よ
る
と
、
そ
の
指
導
思
想
は
、

⽛
生
態
文
明
の
建
設
に
関
し
中
国
共
産
党
中
央
委
員
会
と
国
務

院
が
決
定
し
た
策
略
と
配
置
を
深
く
徹
底
的
に
貫
徹
し
、
習
近

平
総
書
記
な
ど
中
央
指
導
者
か
ら
の
重
要
な
指
示
の
趣
旨
を
真

剣
に
実
行
し
、
政
治
の
立
ち
位
置
を
着
実
に
向
上
さ
せ
、
⽛
四

つ
の
意
識
⽜
（
四
个
意
识
）
を
し
っ
か
り
確
立
し
、
思
想
と
行
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動
を
⽛
两
办
通
报
⽜
〔
⽛
中
国
共
産
党
中
央
事
務
局

国
務
院

事
務
局
に
よ
る
甘
粛
祁
連
山
国
家
級
自
然
保
護
区
の
生
態
環
境

問
題
の
監
督
視
察
処
理
状
況
お
よ
び
そ
の
教
訓
に
関
す
る
通

報
⽜
（
中
办
发
电
〔
二
〇
一
七
〕
一
三
号
）
を
指
す
。
〕
が
求

め
る
と
こ
ろ
と
固
く
一
致
さ
せ
、
甘
粛
祁
連
山
生
態
環
境
問
題

の
教
訓
を
深
く
吸
収
し
、
自
然
保
護
区
に
関
連
す
る
各
種
の
違

法
行
為
・
規
定
違
反
行
為
を
厳
し
く
攻
撃
し
、
自
然
保
護
区
に

お
け
る
監
督
管
理
の
強
化
を
重
要
な
政
治
責
任
と
し
、
厳
格
に

執
行
し
、
融
通
は
利
か
せ
ず
、
国
家
生
態
安
全
障
壁
を
し
っ
か

り
構
築
す
る
。
⽜
と
あ
る
。
仕
事
の
目
標
は
、
⽛
問
題
の
方
向

を
際
立
た
せ
、
全
国
四
四
六
箇
所
の
国
家
級
自
然
保
護
区
に
存

在
す
る
問
題
を
全
面
的
に
し
ら
み
つ
ぶ
し
に
調
べ
上
げ
、
違
法

行
為
・
規
定
違
反
行
為
を
厳
し
く
処
分
し
、
終
始
一
貫
し
て
威

圧
的
な
態
度
を
維
持
し
、
問
題
を
発
見
し
た
場
合
は
し
っ
か
り

と
取
り
押
さ
え
決
し
て
許
さ
ず
、
ひ
と
た
び
捕
ま
え
れ
ば
と
こ

と
ん
ま
で
行
き
、
目
的
を
達
成
す
る
ま
で
絶
対
に
や
め
ず
、

〔
違
反
者
を
〕
震
え
上
が
ら
せ
、
警
告
し
、
教
育
す
る
機
能
を

果
た
す
こ
と
。
⽜
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
环
境
保
护
部
、〝
关

于
联
合
开
展
〝
绿
盾
二
〇
一
七
〟
国
家
级
自
然
保
护
区
监
督
检

查
专
项
行
动
的
通
知
〟（
环
生
态
函
〔
二
〇
一
七
〕
一
四
四

号
）
、
中
华
人
民
共
和
国
生
态
环
境
部
政
府
信
息
公
开
、
二
〇

一
七
年
七
月
十
一
日
、
https://w
w
w
.m
ee.gov.cn/gkm
l/

hbb/bh/201707/t20170721_418304.htm
（
二
〇
二
四
年

十
二
月
十
日
参
照
）
。

訳
注
⚘

亩
（
m
u）
は
土
地
面
積
の
単
位
で
あ
り
、
一
亩
は
六
・
六

六
七
ア
ー
ル
で
あ
る
。
文
中
の
九
・
六
億
亩
（
約
六
四
億
ア
ー

ル
＝
六
四
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
は
、
日
本
の
国
土
面
積

（
約
三
七
万
八
千
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
の
お
よ
そ
一
・
七
倍

に
相
当
す
る
。

訳
注
⚙

原
文
は
⽛
全
国
生
态
环
境
公
报
⽜
で
あ
る
。
こ
れ
は
中
華
人

民
共
和
国
生
態
環
境
部
が
毎
年
公
表
す
る
⽛
中
国
生
態
環
境
状

況
公
報
⽜
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
中
华
人
民
共
和
国
生
态

环
境
部
、〝
中
国
生
态
环
境
状
况
公
报
〟、
中
华
人
民
共
和
国
生

态
环
境
部
、
二
〇
二
四
年
六
月
五
日
、
https://w
w
w
.m
ee.

gov.cn/hjzl/sthjzk/zghjzkgb/（
二
〇
二
四
年
十
二
月
十

日
参
照
）
。

訳
注
10

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
車
と
は
、
中
国
政
府
が
普
及
を
促
す
、
非
従

来
型
の
動
力
源
を
持
つ
自
動
車
の
総
称
で
あ
る
。
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
車
に
は
、
電
気
自
動
車
、
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

カ
ー
、
燃
料
電
池
車
、
水
素
自
動
車
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
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訳
注
11

⼦二
高
事
業
⽜
（
两
高
项
目
）
と
は
、
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
・
高
排
出
の
事
業
を
指
す
。
こ
の
用
語
が
用
い
ら
れ
た
公
文

書
の
一
例
と
し
て
、
二
〇
二
一
年
五
月
三
一
日
、
中
華
人
民
共

和
国
生
態
環
境
部
が
、
各
省
、
自
治
区
、
直
轄
市
生
態
環
境
庁

（
局
）
、
新
彊
生
態
建
設
兵
団
生
態
環
境
局
に
対
し
て
発
し

た
、
⽛
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
・
高
排
出
の
建
設
事
業
に
お
け
る

生
態
環
境
源
泉
の
予
防
と
規
制
の
強
化
に
関
す
る
指
導
意
見
⽜

が
あ
る
。
同
意
見
は
、
⽛
環
境
に
配
慮
し
た
低
炭
素
型
の
発
展

を
加
速
度
的
に
推
進
す
る
こ
と
に
関
す
る
中
国
共
産
党
第
十
九

回
中
央
委
員
会
第
五
回
全
体
会
議
の
決
定
と
施
策
を
全
面
的
に

遂
行
す
る
た
め
、
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
・
高
排
出
（
以
下
⽛
二

高
⽜
（
两
高
）
と
略
称
す
る
。
）
事
業
の
や
み
く
も
な
発
展
を

断
固
と
し
て
抑
制
し
、
環
境
配
慮
型
へ
と
転
換
し
た
質
の
高
い

発
展
を
推
進
し
、
⽛
二
高
⽜
事
業
に
お
け
る
生
態
環
境
源
泉
の

予
防
と
規
制
を
強
化
す
る
た
め
⽜
公
布
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

生
态
环
境
部
、〝
关
于
加
强
高
耗
能
、
高
排
放
建
设
项
目
生
态

环
境
源
头
防
控
的
指
导
意
见
〟（
环
环
评
〔
二
〇
二
一
〕
四
五

号
）
、
中
华
人
民
共
和
国
生
态
环
境
部
政
府
信
息
公
开
、
二
〇

二
一
年
五
月
三
十
一
日
、
https://w
w
w
.m
ee.gov.cn/xxgk

2018/xxgk/xxgk03/202105/t20210531_835511.htm
l

（
二
〇
二
四
年
十
二
月
十
日
参
照
）
。

訳
注
12

⼦先
立
后
破
、
不
立
不
破
⽜
は
、
習
近
平
総
書
記
が
中
国
共

産
党
第
十
八
回
全
国
代
表
大
会
以
来
繰
り
返
し
強
調
し
て
い
る

概
念
で
あ
り
、
ま
ず
新
し
い
制
度
や
構
造
を
し
っ
か
り
確
立

し
、
そ
の
後
、
新
た
な
基
盤
に
基
づ
い
て
古
い
も
の
を
徐
々
に

淘
汰
ま
た
は
改
革
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
を
指
す
。

訳
注
13

⼦双
炭
⽜
（
双
碳
）
と
は
、
デ
ュ
ア
ル
カ
ー
ボ
ン
と
も
呼
ば

れ
、
炭
素
〔
の
排
出
量
〕
を
頂
点
に
到
達
さ
せ
る
こ
と
（
カ
ー

ボ
ン
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
）
と
炭
素
を
中
和
さ
せ
る
こ
と
（
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
）
の
両
方
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

訳
注
14

⼦一
職
二
重
責
任
⽜
（
一
岗
双
责
）
と
は
、
指
導
的
幹
部
は
、

担
当
業
務
の
責
任
を
負
う
と
と
も
に
、
中
国
共
産
党
の
指
導
に

も
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
原
則
を
指
す
。

訳
者
あ
と
が
き

本
稿
は
、
中
国
社
会
科
学
院
生
態
文
明
研
究
所
副
所
長
・
庄
貴
陽

（
庄
贵
阳

Zhuang
Guiyang）
⽛
坚
持
人
与
自
然
和
谐
共
生
推
进

生
态
环
境
保
护
⽜
（
⽝
中
国
党
政
干
部
论
坛
⽞
（
中
国
党
政
幹
部
論

壇
）
二
〇
二
三
年
一
月
号
、
四
二
～
四
六
頁
）
を
、
原
著
者
と
⽝
中
国
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党
政
干
部
论
坛
⽞
編
集
部
の
ご
承
諾
を
得
て
試
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。

文
中
の
〔

〕
部
分
と
訳
注
は
訳
者
が
挿
入
し
た
。
翻
訳
に
際
し
て

は
、
曹
維
君
（
Cao
W
eijun）
先
生
よ
り
貴
重
な
ご
指
導
を
い
た
だ

い
た
。
資
料
収
集
に
あ
た
っ
て
は
、
東
洋
文
庫
図
書
部
の
篠
崎
陽
子

様
、
北
海
学
園
大
学
附
属
図
書
館
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
サ
ー
ビ
ス
係
の
菅

野
伸
樹
様
・
佐
野
希
美
様
に
多
大
な
お
力
添
え
を
い
た
だ
い
た
。
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
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